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	KP-8
	環境変動に対する極域生物の生態的応答プロセスの研究
	本研究では、南極陸上域を拠点とした動物調査によって得られたデータから、極域生物の環境変動に対する生態応答プロセスを明らかにすることを目的とする。JARE第VIII期一般研究観測課題「中期的気候変化に対するアデリーペンギンの生態応答メカニズムに関する研究」の取りまとめに対応した研究を実施する。
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	KP-A
	北極における大気・海洋・雪氷相互作用
	国立極地研究所では、ノルウェーのスバールバル諸島スピッツベルゲン島ニーオルスンに観測基地を維持している。ニーオルスンでは多くの国が協力しながら北極大気の観測を行なっており、北極圏における重要な長期の観測サイトになっている。

北極の気候システムに関わる雲・放射過程や、海氷変動などの変化が起きている北極の低気圧活動、降水量との関係について、大気・雪氷の観測や海氷の分布や広域気象などの解析を通してそれらとの関連を探る、

本研究では、総合大気観測システムが整備されつつあるレーダーなどのニーオルスンでの観測設備の利用、またそこで得られたデータの解析、広域の気象データや衛星観測情報を活用して研究を進める。
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